
(1)定量分析結果〔%〕

試料
戎分 

SiO2 掃203 A1203 TiO2 CaO MgO 

No.1 71.03 3.64 20.10 0.465 0.405 0.892 

No.2 68.93 7.19 17.82 0.465 0.579 0.732 

※No・1については,蜜光X線・粉末X繰回折渡や岩石学的方法による分析結果も得ている。

(2)粉末X線回折法による定性分析結果

試料 

検 出 鉱 物 

Q C M A F 

No.1 十十 +十 十 

No.2 十十 十 

第1図

Q : 2-Quartz(SiO2) C : 2-Cristoba=te(SiO2)

M :ト!u‖ile(3Al203 ・ 2SiO2) Å ‥Al掠e(NaA-S主08) F :Felbsqar g「op

削塩物については.購轍の強度の順位を十十十で表れし,おおよその目安とした。

〔測定条件〕対陰極:Cu フィルター:Ni 樹1∴35k、・鴫流:20mA

時定数:/sec カウントフルスケール:200cps 検出器:シンチレーションカウンター

〈鵬〉 No・2一士鵬)につし、ての粉末凋回折法による検出鉱物のうち・ α-クオーツの観は明らかである。その他に.何れかの長石,又はその混

合物が含まれると考えられるが・咽牝-クが待ち)tかために言の鉱物名摘定することができず,投石頼(Fe-b spar Group)としだ。

なれ粉末X細り折浸くこよる定性分析結果(こついては,参考のため言動定チャートの写しを添付した。悌1聞

(3)螢光X線による出土土器の分析結果

1 )試料 (岩手県立博物館)

本遺跡出土の試料7点について岩手県立博物館に螢光Ⅹ線分析を依頼した。分析に供した試

料は、

博l・酸化焔焼成の非ロクロ蛮片(球胴形を呈す) 5号(CgO6)竪穴住居跡(0-1)

No2・酸化焔焼成のロクロ成形杯(本遺跡でC類としたもの)47号(Pd15)竪穴住居跡(O-2)

航3・酸化焔焼成のロクロ成形杯( 〃 B類 〃
)47号(Pd15)竪穴住居跡(0-3)

腕4・還元焔焼成のロクロ高台杯(A類の範疇) 10号(EbO3)竪穴住居跡(0-4)

博5・還元焔焼成のロクロ成形杯(本遺跡でA類としたもの)32号(しc33-2)竪穴住居跡(0-6)

賄6・還元焔焼成の長頸壷 25号(Jj12)竪穴住居跡(0-7)

賄7・還元炉壁片 31号(しc33工)竪穴住居跡

等である。このうち賄1-6については、照井一明氏による“土器胎土の岩石学的方法によ

る分析結果〃も同時に得ている○右端に記した0-1-0-7の記号がそれに相当する。また、

賄6については岩手県工業試験場から“定量分析結果"。粉末Ⅹ線回折法による定性分析結果〃

等を得ている。試料博lがそれである。併して参照頂ければ幸いである。

2)測定方法

土器片の不純な表面をタングステンカーバイト製のグラインダーを用いて削り落し、新鮮な

切片だけを取出したものをそのまま試料とし分析に供した。
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なお、測定条件は次に示す通りである。

対 陰 極

電流・電圧

Full Scale

分光結晶

時 定 数

検 出 器

W

50KV-50mA

2×104 cps

しIF EDDT

O.2sec

シンチレーションカウンター、プロポーンョナ)レカウンター

(微量元素については、 Fu11 Scale lxlO4cps、時定数Isecにて測定を行った)

分析結果については、別表及びチャートを参照されたい○

表1 分 析 結 果

No. 

検 出 元∴∴∴∴紫 

Ål Si K Ca Ti C「 〉ln Fe Ni Cu Zn Rb S「 Z「 B「 Ba 

1 0 0 0 0 0 
t「 0 0 0 

- 
0 0 0 0 

ー 
0 

2 0 0 0 0 0 
ー 

0 0 0 
- 

0 0 0 0 
一 

0 

3 0 0 0 0 0 
一 

0 0 0 0 0 0 0 0 
ー 

0 

4 0 0 0 0 0 l「 0 0 0 
ー 

0 0 0 0 
一 

0 

5 0 0 0 0 0 
ー 

0 0 0 
ー 

0 0 0 0 
- ー 

6 0 0 0 0 0 
ー 

0 0 0 
- 

0 0 0 0 
ー 

0 

7 0 0 0 0 0 
ー 

0 0 0 
ー 

0 0 0 0 
ー 

0 

4.鉄澤・鉄製品の分析結果

3点の試料についての分析結果である○試料博lは46号(Oi33)竪穴住居跡出土の鉄津、 No2

は33号.(しi21)竪穴住居跡出土の器種不明鉄製品、 No 3は39号(Me27)竪穴住居跡出土の銑鉄

である。なお、賄2については、紡錘車の一部に相当すると思われる。

(1)定量分析結果

表1定量分析結果〔%〕

試 料 totale Fe MnO SiO2 TiO2 C 

No.1 46.57 0.064 25.76 0.340 0.14 

No.2 58.09 0.013 6.99 0.084 0.63 

No.3 61.78 trace 3.39 0.268 0.81 

(2)定性分析結果

表2 蛍光X線による定性分析結果

試料 
検 出 元 素 

Al Si K Ca Ti ト1n Fe 

No.1 

/(\ ( /(\ //へ\ /‾ヽ 
(

\ 

○ (、ノ ∴
∴ 

ノ \ノ J \ノ 

No.2 
I/(\ 

//へ (\ ∴一 一二 

\、ノ \、ノ \○○ノ \、_ノ 音\一′ 

No.3 ○ ○ ○ 

〔測定条件〕 対陰極:C「 (軽元素) ・llγ (重元繋)

分析維一昔:EDDT (軽元素).LiF (重元素)

堪庄:50kl・電流:40mÅ 時定数:/sec

カウントフルスケール:10 cps(軽元素).104×2cps(重元素)

検出器:シンチレーションカウンター
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表3 粉末X線回折法による定性分析結果

試料 M G lV F Q 

No.1 十十 十 十 

No.2 十十十 十十 十 

No.3 十十 十 

〈備考〉粉末X線画掘去による電解分析結黒く二つし、ては、

M :\Iagnet"e(Fe。O,) G :Goethite(Fe20。.H20)

W :ll’ustite/FeO) F :Fa).alite(Fe.SiO,) Q :α鵜QuaI・tZ(S-0.)

検出鉱物こついては.最強線の強度の順位を一⊥十†十」で衰おし,おおよそのI鞍と

した。

〔測定条件〕∴対胎楢:Fe フィルター:〉In 電圧:25kl・電流10mÅ

時定敦:/seぐ かブントフルスケール:1000eps 榊欄:シンチレーションか7シター

参考のため:こ親王チ十・〇トの写しを添付した。膚1聞

5.木炭について

7号(Pb33)竪穴出土の炭化材について、岩手県木炭協会経営指導員・早坂松次郎氏に依る

肉眼的観察結果を得ている。

同氏に依れば、 1図の炭化材はナラを原料としており、そのあり方は(1)製品化された木炭

である: (2)燃焼時に於いて還元状態に陥入った結果木炭化したもの、との二様が考えられると

している。 (1)については、使用目的があって製品化された木炭のことであり、 (2)は焼失遺構・

焚火等の段階で土砂がかぶきり、結果として還元化された木炭になったもののことである。

本道構内では、焼失遺構或るいは焚火等の存在を想定し得る根拠はなく、また遺構内の炭化

材がある程度のまとまりを持っていることなどからみて、 (2)に依る可能性は少なく、 (l)に依る

結果と理解している。従って、 7号遺構は木炭置場のような使われ方をしたものであろうとの

解釈も可能である。若しそうであるとするならば、炉壁や鉄澤が出土する遺構の近辺にあるこ

とから、製鉄等に関わる遺構の一部を構成するものとみることも可能であろう。

闇園繭園
6.種子について (1図・表1)

種子については、村井三郎氏に依る種同定の結果を得ている。何れも桃の種子であり、現在

種と同様のものである。
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表1 種同定試料一覧表

試料No. 出 土 地 点 備 考 

l N351へ253トレンチ I層 桃 

2 N351- 253トレンチ Ⅱ層 桃 

3
-

1 3号(Ed56)方形竪穴状遺構 3層 桃 

3
-

2 3号(Ed56)方形竪穴状遺構 3層 桃 

3
-

3 3号(Ed56)方形竪穴状遺構 3層 桃 

4
-

1 3号(Ed56)方形竪穴状遺構 3層 桃 

4
-

2 3号(Ed56)方形竪穴状遺構 3層 桃 

I図 種子写実図

7. 14c測定結果
O 1 2 3 4 さ

炭化材の14c測定は、昭和56年5月9日を以って日本アイソトープ協会に依頼しており、その

結果については、昭和57年1月23日に収受している。

二棟の竪穴住居跡と焼土遺構から各1点、合計3点の炭化材が試料である。各々の試料は、

調査時点で取上げた後、密閉されたプラスチック製の容器或るいはビニール袋に入れられ、本

課で保管していたものである。プラスチック製容器内には脱脂綿が敷きつめられ、木炭はそれ

に包まれる形にあった。ビニール袋の方は気密性に欠け、湿気を滞びていた。なお、バインダー

等の処理は特に加えられていない。但し、遺物採取から測定依頼までは約3年位の年月が経過

している。

日本アイソトープ協会に依る14C測定結果は下記の通りである。

依頼者のコード 出土地点・層位・等 測定結果

8- 1 56号(RhO6)竪穴住居跡・床面 1050±60yB. P. (1020±55yB. P. )

8-2 14号(FeO6)竪穴住居跡・床面 1130±60yB. P. (1100±60yB. P. )

8-3 20号(Bd68-3)焼土遺構・焼土上 Modern

8- 1の換算年代はA. D.900年であり、誤差を加減して算出すると840へ960年内に求められ

る。同様にして8-2はA.D.820年、 760へ880年内に求められる。これらについては、本遺跡

の編年観に近い測定結果であると解釈している。一方、 8-3はビニール袋に入っていた炭化

材であり、焼土遺構の性格そのものも不明であったことから、試料の選択に適切性を欠いてい

たことは否めない。
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付話

THII-001竪穴住居跡(付図2 第l ・ 2図 写真図版50.77)

調査対象範囲の最南端(付図2)で検出された竪穴住居跡で位置的に竹花前遺跡と関連す

る遺構であり標記の名称を付した。

(重複 改築) 重複はなく、カマド移築の可能性がある。

(規模 平面形 方向)東西2.75m、南北2.85m、面積7.02正の規模でほぼ正方形の平面を

呈する。現存カマド方向軸はN-820-Eである。なお、想定される南カマドの方向軸は明らか

でない。

(堆積土) カマド堆積土以外、主体は4層の黒褐色土である。 l層の暗褐色土等の介在はあ

るが、 4層はほぼ全面に堆積をみる。

(壁) やや外傾する立ち上がりで検出面までの高さは12cm-18cmほどを計る。

(床) 地山シルト面を利用するもので若干の起伏がある。

(柱穴) P3・ P。の小ピットを認めるが柱穴として確証はできない。

(周溝) 認められない。

(カマド) 南壁東端もしくは東南隅にカマドが施設されたことも想定される。すなわち、断面

E「F、 G-Hの8層下に若干のくぼみをもち火熱痕があることと、南壁東半にシルトによる

袖様の残痕からである。煙道・煙出し等は認められず、現存するカマドの削平状況と考え合わ

せると削平も想定できるが明らかでない。

現存するカマドは、燃焼部が壁外まで張り出し、開口約55c調、奥行約70c問を計る。火床に若

干のくぼみをみるが掘り方による構築ではない。袖はシルトと黒褐色土で構築される。煙道は

削平によってほとんど残存しないが、約45cm東へのび煙出しに達するもので、先端の煙出しは

30cmX35cmの楕円の平面で検出面からの深さは約10cmを計る。

(その他の施設)貯蔵穴様ピットが2ヶある。 P,は55cmX60cm、深さ22cm、 P2は30cmX48cm、

深さ10cm規模である。

出土遺物

杯形土器は底部片を含めて3点ある。何れも回転糸切無調整による切離しである。 A類は含

まれない。 No4は中型嚢の体部片、還元焔焼成によるものであるが叩自筆はみられない。 No5

はロクロ成形の小型襲、酸化焔焼成による。橙色を呈し、軟質である。 No6は緑紬陶器片、台

付の皿形陶器である。蛤7も緑粕陶器片であるが賄6とは別個体のものである。これらについ

ての詳細は、 IⅤ-(13)項を参照されたい。

年代的には、太田方八丁遺跡より新しい時期であり、隣接する竹花前遺跡に包括されるべき

-
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遺構である。

注l ・ 2 竹花前遺跡 岩手県文化財調査報告書第54集所収 昭和55年3月

日田

S10十

WO2

「
0

A
‥

1 了.うYR% 暗 視∴色 士 シルト黒色土星と今上 

2 了.5Y私%∴神も色シルト 

3 了.5YRタ(黒 的∴色 士 俵士ブロックを含む 

4 了.5YR劣
I′ ′I シルト“ 見入、保、椀上プロっク、土器片I十十 

5 了.5YR%i 薄 色 十 シルト 黒色土混合土、煉土あり、炭靖子 

6 7.5YR% ∴的色シルト 

了 7.評R劣 黒 薄∴色 十 

8 7.5YR%∴祁 色 細 砂 

9 了.5YR劣. 榔∴色」 シルト硫土混合、炭、土器片岩・羊 

10 5YR% 略本的色二1 梵土黒褐色土混合、土器片、炭あり 

ll 5YR% 本舗色士 筏土シルト黒薄色混合、特にシルト多い 
12 51’R彩. 薄 色 臆1 シルト燵土混入、炭若干 

EO2

⊥so6

原点STA661+60

EⅥ′0線STA661 +60←-→STA661+40

→令」B
‾● ‾\ふ二.・

2m

Sし二13l.17m

l 7.5YR% 昭 鮒∴色 十 シルト黒的色土混合、樅土若干 

2 5YR為∴倣略本的色士 シルト雄土黒祁色混土、庚・を含む、土器片あり 

3 7.5YR労 音的色シルト 黒的色士混入、炭、椀十ブロック若十 

4 5l’R% 暗本郷色士 黒的色士シルト混合、範士、炭を含む 
5 壷1’Rタイ 略 的∴色 士 中 り 

6 了.5YR% 二的色シルト 櫨臆 ープロ・ノク、炭若手 

7 了.5YRメイ
I′ ′′ !栂 色士混合 

8 7.5YR% 略 禍 色 士 与褐色土シルト混合、炭、土器片あI)、栖下火熱【面あり 

1 5YRタイ 黒的色 上 シルト混入 

2 了.5YR劣
I′ ′′ ′′ ′′ 簸士プロ・ノク、炭岩十 

3 了.5YR%∴栂色火山吠 

4 7.5YR劣 黒的色士 シルト混入 
5 7.5YR牙∴薄色剤砂 

第i図 THII-00I竪穴住居跡
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調査区全景 南から

調査区南辺外郭付近 東から

写真図版 2





築地と内外溝

束から

寄 柱

掘り方断面

寄 柱

掘り方断面

写真図版 4



櫓掘り方断面
No. 1

櫓掘り方断面

No. 4

写貴図版 5



櫓掘り方断面

No. 5

築地内港断面

A-B

築地外溝断面

A-B

写真図版 6



築地内港と小滝

東から

築地内溝断面

C-D

築地外溝断面

C-D

南(外)大瀧

西から

写真図版 7



南(外)大滝断面

A-B

南(外)大溝断面

C-D

土星(? )状遺構

断面

写真図版 8



I号住 北から

2号住 北から

3号住 西から

l号溝

写真図版 9



面函竃璽整

三麗藷賽毒一三二三三

4号住 商から

5号住 商から

5 号 住

No.2カマド

写真図版10



6号住 商から

7号住 西から

7号住 カマド

8号住 北から
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9号住 西から

IO号一i ・ 2住

商から

IO号 - I住

カマド
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I3号住 商から

写真図版I3



I4号住 西から

I4号偉 力マド

I5号住 北から

写真図版i4



I6号住 北から

i7号住 北から

I7号住 No.2カマド

5版図真写

関開園



i8号住 西から

i9号住 北西から

I9号住

遺物出土状況

写真図版I6



20号住 西から

2I号住 西から

.写真図版I7



23号住 西から

24号住 東から

i 号 竪 穴

25 号 住

写真図版I8



25号住

鉄金族出土状況

26号住 北から

26号偉 力マド

写真図版I9



27号住 商から

28号住 西から

写真図版 20



左 29 号 住

右 I号竪穴

北から

29号住

遺物出土状況

左 3I号住

右 32号住

商から

写真図版 2I



33号住 西から

34号住 西から

35号住 西から

写真図版 22



36号住 西から

36号住 カマド

37号住 北から

写真図版 23



38号住 北から

39号住 商から

39号住

漆器出土状況

写真図版 24



39号住

漆器出土状況

40号住 東から

4i号住 北から

写真図版 25



醗醸

42号住 西から

42号住 カマド

6 号 竪 穴

写真図版 26



43号住 北から

43号住

炉様施設

44号住 商.から

写真図版 27



吾‡露

嘉㌢「〕売主
塞.・尋’†‾」

隠霊園醤圏
虹∵辛や予

二二三三.●二二∴∴

寒..事“

● .・■∴..1ト

45号住 商から

設施

住

様

号

炉

4
5

46号-I ・ 2住

東から
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46号-2住

炉体片分布状況

46号一2住

カマド

47号住 西から

写真図版 29
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47号住

遺物出土状況

48号住 東から

49号住 東から

写真図版 30



50号住 西から

5I号住 西から

左 52 号 住

穴

ら

粥
か

0

レ
し

i

」
イ

右

写真図版 3i



王

援
・
高

園
田

.
義軍

弘
欝
尋

53号住 西から

54号住 西から

54号住

カマド支脚

写真図版 32



54号住

羽口出土状況

55号住 東から

56号住 西から

写真図版 33



56号住

紡錘車出土状況

57号住 商から

58号住 西から

写真図版 34



59号住 西から

59号住

漆紙出土状況

60号住 商から

写真図版 35



6I号住 商から

井 戸

井 戸 断面

写真図版 36



I号掘立柱建物跡

東から

2号掘立柱建物跡

北から

3号掘立柱建物跡

南から

写真図版 37
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c

4号掘立柱建物跡

北から

5号掘立柱建物跡

北から

6号堀立柱建物跡

西から
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7号堀立柱建物跡

北から

8号堀立柱建物跡

南から

9号堀立柱建物跡

南から

写真図版 39
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i O号掘立柱建物跡

北から

= ・ I2号掘立柱建物跡

北かち

I 3号掘立柱建物跡

南から
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I5号一I ・ 2掘立

柱建物跡

東から

I号円形土塀

写真図版 4I



3号円形土壊

6号円形土壌

9号円形土塀

写真図版 42



_曽瞬_ ÷‾

2-8号長方形土壌

左から

2・3号4・5号6号 8号

7号

2 ・ 3号長方形土塀

4 ・ 5号長方形土壌

写真図版 43
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I ・ 2号方形土壌

前 l号

後 2号

3号方形土塀

“‾葛○○ヽ

闇 ---藍謹園圏醍

2号方形竪穴状

遺構

写真図版 44



3号方形竪穴状

遺構

上2・4-9号焼土遺構

東から

上2・5・6号焼土遺構

北西から

写真図版 45
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4号焼土遺構

東から

7 ・ 8号焼土遺構

東から

i7号焼土遺構

写真図版 46



I9号焼土遺構

20号焼土遺構

2i号焼土遺構

写真図版 47
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23号焼土遺構

26号焼土遺構

直刀出土状況

32号焼土遺構

写真図版 48



2 号 溝

断面

3 号 溝

断面

写真図版 49
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■〇・㌧‾_ -フ予 審
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‾争二言三㌢富でィ嘉

三方i亭主∴:
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-e倍量登甲種"

輔で苧瑳-
青春投売.∴㌔

l・やぶ巨し

’準置ヽ・

-高検讃寄書

田園

裏書裏二千

3 号 溝

断面

4 号 溝

断面

T HII-001住

西から
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I-3…2号住 4-7…3号住

写真図版 5l

8 ・ 9…4号住



タタキ目拡大図

5 号 住

写真図版 52



I7・i8…5号住

22

醸蓮輩二議‡鬱三野二㌦

2 3 噂酔羽陰醐翠

I9-23・・・6号住

写真図版 53

24・25… 7号住



34

8 号 住

写真図版 54

35

36 三雲二二脚一

37 轟く二言欝欝

34…馬具 35・37…刀子片 36…釘



{盃毒幸二鑑璃蟹護醒諺軽

塁幸子千千

43…刀子 44‥・関銭頭部片

写真図版 55

38-44… 9号住

45-49…IO号一I住



∴遼、、臆

二三二∴ ;

5i…錦状製品 52・54…刀子 53…鉄斧

50-52…iO号鵜I住 53・55…iO号-2住

55 ・ 56…=号住 57-59…I2号住

写真図版 56



6I ・62…銑鉄茎部片

60-62…I2号住

63-67…I4号住

6

68-70…I5号住

写真図版 57



75

76

77

78

〆

一 千→‾ 書

を唾主義義盛藍

79 、鞠融夢
80

半丁「町汀「丁‾‾丁「千丁丁丁÷‾.‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾ ‾「一‾

0 1 2 3 4 5 e 7 8 9 10

75…鉢形土器(須恵器)

76・77・80…刀子 78・ 79・・・銑鉄

7l-80…I5号住

8I-83…i6号住

写真図版 58



写真図版 59

84-86…I6号住

87-92…I7号住



にニー、」

93 ・ 94…I7号住

95-98… I8号住

99- IO2…I9号住

98 園田

事熱帯・景

二㌦ ‾掌を鴨農事

監二」

書○○ 圏

IO2

写真図版 60

薫雪吾輩で
ヽ

98…嬉子 iO2…直刀



二エビ 二玉二三番⊃

写真図版 6I

IO3・・・頼子 iO4…鉄鉄

IO3・IO4・・・20号住iO5・・・2I号住

IO6十IO…22号住 =I・=2…23号住



=3・・・23号住 =4・‥24号住

=5-=8…25号住 =9

写真図版 62

一一電器曜



古 † ユ 」
.高、

㌻
6 了 要 撃 1員)

I22…鉄鎖

I20・i2Iはセット(土師器)

I20- I23…26号住

I25

i24 ・ I25…27号住

写真図版 63



i26・I27…28号住I28・・・29号住 I29-13I…3I号住 I32-134…32号住

写真図版 64



出て†「「「丁千丁千二千十千丁丁甘「「丁で「千丁「
題音音量

o l ∴∴2 3 4 5 e 7 8 9 10

I35- i40…32号住

I4i-I43…33号住

I44- I46…35号住

I38・・・釘状製品

139…針状製品

I40…刀子片

写真図版 65



I49

I ‥.〕.__⊥_-..__」」 臆。 ・ _、
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丁当告告丁. ‾丁「買丁丁’∴丁「丁‾‾‾‾‾丁:丁「‾

.

〉

: ;

o 1 之 3 ` 5 e 7 8 9 1o

I49…不明鉄製品 I50…頼子

i54…錬鉄 i56…刀子

I47-I50…36号住I5i-I54…37号住

I55・ i56…38号住

i54

回申申告すず中平「千
〇 l ∴∴∴2 3 ●∴∴∴5 e 7 8 9 10

嘩詔園題
i

0 o987e5●
〃
J

ヽ
`
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- ● l 書

3 圧_ど鴨

I64 冊醐二二一

i65繊醐二畢

I69 歪二手エ‾千両竪顕揚三通渡曳_

i70

I63・I65・I69…鉄鎖

I66…錬状製品

I57- I67…39号住

I68- i70・・・40号住

I7十・4i号住

写真図版 67

I64・I70…針

I67…不明鉄製品



I72-I74…42号住I75(針状製品)…44号住 I76-I80…46号住I8i・I82…47号住

写真図版 68



ー85醐
i86弼 -87

一譜唾轟醸蝿

I85・186…鉄鎖I87…不明(3個体合体)

I88-i90・・・刀子

i83-I85…47号住I86-i89…50号住

写真図版 69

i90…5I号住I9I…53号住I92-I96…54号住



i97・・・55号住 I98 -206…56号住

写真図版 70



謬或瞭醐軸
208

209馳醸軸

207…鉄斧 208…紡錘車

209・2IO…銑鉄 2=…土鍾

写真図版 7l

207-2I十・56号住

2I2…57号住

2i3…59号住

.2I4・・・6I号住



5

6

I8

二二一二二三三≡≡三三重量曲たい

2I9 丁躍手軽脚
220 脚

「蚕琵琶至二三薄雲重畳夏

22一 管∈≡

2I8・2I9…刀子 220…銑鉄

22十・拍子 224…環状製品

2I5-22I…6号竪穴

222-224‥・7号竪穴 225・ 226…9号竪穴

写真図版 72



228

229

丁と二二長二一二三三一へへ油田墓参

2 3 0 騒欝轟二二㌔

・「・ 農.ざ】農

238 綱醐蚤二
239 錮蕗窓織言霊÷与

228 ・ 237…環状製品

229・ 230・23I ・ 232…針状製品

233…直刀

238 ・ 239…銑鉄(239は茎部片)

236…双耳‡不(須恵器)

227∴I38号住 228… 5号掘立柱建物跡 229 ・ 230… I号方形土塀

23I ・ 232…A i24焼土付近 233・・・26号焼士道梅 234・・・22号焼土遺構

235…32号焼土遺構 236…QgI2ダ)ッド 237…表採 238 ・ 239…出土地点不明

写真図版 73



24I

〔

断面は下方から。

炉の下端部に近い。

← 内面一断面一外面

厚さ・溶銑洋室からみ

て下端部に近い。



No.240の上方部分

壁肉が薄くなり、付着溶鉄

澤量が敷減する。

写真図版 75 環元炉壁片

← 中間部分の炉壁片

内側に付着する溶銑淳量は

下方部分より少なくなる。

縮尺・任意



∴
∴
∵
∵
」
∵
享

I 4号住

2 ・ 3 8号住

4 IO号一I住

5 I5号住

6-8 I9号住

IO 22号住

= 24号住

驚
婚
蟻
副
題

蟻
鰹
饗

園
.
〆
高
弐
弐

/

-

-
1

・
十
.
子
-

I
 
i
_
了
∴
∴
ヽ

桑
圭

醗

田

圏醒悪

i2 29号住

9 35号住

I3・ I4 46号住

I5 48号住

I6-I8 51号住

i9-2I 54号住

22 59号住
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享

子

23

匿萱国

子
▲

圏

;
享
華

0 5 iO

I i i。m

23 iO9号(H f7I)住

24 I47号( 」gO6)住

25 2号方形竪穴状遺構

26 検出面出土

27 出土地不明

28 出土地不明



:∴言霊:議
I ・・"焼物台(須恵器蛮片)・I9号住出土

2…柱痕・ 5号掘立柱建物跡出土

3…端の羽ロ・54号住出土

4……輔の羽口・46号住出土

5……編の羽口・ 47号住十49号住

6-8…緑粕陶器・ THII-00I住出土

(スケール任意)
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で

∴
∴

十
∴

ト

●
\
ヽ
、
一
:
ノ

/

十
二

ノダ年‾尋

〇
〇

㌢
仁
、
▼

i 9号住…寛永通宝

2 67号住…寛永通宝

3・4 5号住…寛永通宝

5 B h77グリッド……不明

6 B h77グリッド…紹聖元宝

9

ノ

∫

手弱ま書

●てト

ー一芸と}

7 B h77グリッド…太平通宝

8 3号方形竪穴状遺溝…寛永通宝

9 B dO9グリッド‥・大観通宝

iO Aブロック‥寛永通宝

= 出土地点不明…寛永通宝
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3 才一〆‾‾‾‾
4

ヽ葛置二審

ヽ嶋
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i2

I5

脚 9

一才

減車㌔

i6

‾

二 臆∴臆臆臆葛‾○○ニ∴ ‾臆臆臆‾

巨で享や
I9

l

′場一書●

享子
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I7 /lさ誓く〆

晴

卒

園

十㌔三三二二

辱
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i -8 Aブロック

9-= 6号住

I2 42号住

I3 46号住

i4 6i号住

信
認
繁
子
-

㌔
野

ヽ

’
-
ヽ
ぅ

I5-20

2I-22

23
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岩手県教育委員会事務局文化課職員一覧

(埋蔵文化財関係)

文 化 課 長 熊 谷 正 雄

課長補佐(総務)鎌 田 良 悦

同(文化財)服 部 完 邦

庶 務 係 長 鈴 木 康 之

主 事 佑 膝 仲一郎

同 作 膝 上1i 行

主任文化財主査 菊 地 郁 雄

技 師 佐々木 騰

縦貫自動車道調査班

主任文化財主査 吉 田

文化財主査 斎 蕨

岡 昆 野

間 相 原 廉

舞
∴
淳

雄

二

同 八重樺 良 宏

文化財調査員 狩 野 敏 男

同 田 村 壮 一

主 事 石 川 長 音

臨 時 職 員 桜 井 芳 彦

高 碓 生 子

小 西 エイ子

漆 原 悦 子

亀ヶ森 恭 子(5月退搬)

榛 原 朋 子(6月退搬)

後 腹 裕 子

在 駐】 千鶴子

村 井 隆

小 林 史 子

村 上 良 子

小 林 三千江

菊 池 純 子

鈴 木 優 子

秋 葉 良 子

黒 田 アヤ子(10月退職)

長 坂 麗 子(10月退職)

伊 膝 ふ く

及 川 容 子(10月退搬)

前 川 みどり

佐々木 智 子

堀 間 好 子

寺 鳥 憲 子

真 田 和 子

細 大 節 子

吉 田 和 子

阿 部 由 美

小山田 裕 子

二吉 鳴 益 子(1月退搬)

佐々木 るい子
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